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乾
燥
調
製
施
設
な
ど
を
導
入

し
周
辺
地
域
の
水
稲
栽
培
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
㈱
み
ら
い
久

美
浜
（
同
市
久
美
浜
町
）
代

表
取
締
役
の
關
昌
弘
さ
ん
、

野
菜
苗
の
販
売
な
ど
を
行
う

シ
ー
ズ
フ
ァ
ー
ム
㈱
（
同
市

網
野
町
）
代
表
取
締
役
の
山

野
賢
一
郎
さ
ん
。
圃
場
な
ど

を
見
学
し
た
後
、
工
夫
し
て

い
る
点
や
、
当
面
の
経
営
課

題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
委
員
交

代
に
よ
り
、
７
月
１
日
か
ら

新
体
制
で
活
動
を
開
始
し
た

農
業
委
員
会
で
は
、
日
々
の

委
員
活
動
や
管
内
視
察
な
ど

で
収
集
し
た
農
業
者
の
意
見

を
取
り
ま
と
め
、
10
月
に
行

う
「
市
長
へ
の
施
策
提
案
」

な
ど
に
反
映
し
て
い
く
計
画

だ
。

(

京
丹
後
市
農
業
委
員
会)

経
営
発
展
に
挑
む
３
人
の
農

業
者
と
意
見
交
換
を
行
っ

た
。

今
回
訪
ね
た

の
は
、
昨
年
の

「
さ
つ
ま
い
も

・
オ
ブ
・
ザ
・

イ
ヤ
ー
」
で
全

国
１
位
を
獲
得

し
た
竹
田
農
園

（
京
丹
後
市
峰

山
町
）
の
竹
田

克
寛
さ
ん
、
国

の
補
助
事
業
で

京
丹
後
市
農
業
委
員
会

は
、
８
月
18
日
に
農
業
委
員

10
人
で
管
内
視
察
を
行
い
、

を
設
置
す
る
こ
と
や
、
地
区

推
の
活
動
支
援
の
た
め
地
域

計
画
の
推
進
活
動
費
の
事
業

化
な
ど
を
求
め
た
。

こ
の
ほ
か
、
必
要
な
農
業

施
策
と
し
て
、
集
落
営
農
組

織
の
機
械
導
入
支
援
、
農
業

委
員
会
の
委
員
報
酬
や
農
区

長
活
動
手
当
の
増
額
、
太
陽

光
発
電
設
備
設
置
に
係
る
市

条
例
整
備
な
ど
も
求
め
た
。

同
市
で
は
、
農
業
委
員
会

の
意
見
を
参
考
に
し
て
施
策

を
企
画
立
案
し
て
お
り
、
農

業
者
の
意
見
が
反
映
さ
れ
て

い
る
。

位
で
地
域
計
画
の
具
体
化
を

進
め
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
要
望
書
で

は
、
地
域
計
画
実
現
を
支
え

る
市
の
体
制
と
し
て
、
農
業

振
興
課
に
地
域
計
画
推
進
係

長
に
提
出
し
た
。

同
市
で
は
、
地
区
推
の
会

長
に
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
が
就
任
し
、
集
落
の
農

区
長
（
農
業
委
員
会
補
助

員
）
と
連
携
し
て
地
区
推
単

略
）
を
通
じ
て
２
４
５
農
区

の
意
見
を
集
約
し
、
８
月
22

日
、
来
年
度
予
算
編
成
に
関

す
る
要
請
書
を
大
橋
一
夫
市

福
知
山
市
農
業
委
員
会

（
藤
田
重
行
会
長
）
は
、
市

内
の
地
区
営
農
推
進
協
議
会

（
21
組
織
、
「
地
区
推
」
と

や
家
庭
菜
園
の
取
り
組
み
に

よ
り
「
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
」
の
基
盤
を
築
き
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
結
束

強
化
に
つ
な
げ
て
い
る
。

(

与
謝
野
町
農
業
委
員
会)

定
住
に
つ
な
げ
て
い
る
。
こ

の
家
庭
菜
園
で
は
、
移
住
者

が
野
菜
作
り
の
楽
し
さ
や
収

穫
の
喜
び
を
実
感
で
き
る
こ

と
に
加
え
、
地
域
住
民
と
の

交
流
も
生
ま
れ
て
い
る
。

岩
屋
区
で
は
、
農
業
体
験

て
、
農
村
文
化
の
継
承
に
つ

な
げ
て
い
る
。

ま
た
、
岩
屋
区
で
は
、
空

き
家
に
隣
接
す
る
農
地
を
家

庭
菜
園
と
し
て
整
備
。
移
住

希
望
者
に
「
農
の
あ
る
暮
ら

し
」
を
体
験
し
て
も
ら
い
、

「
田
植
え
体
験
」
な
ど
、
農

か
ら
始
め
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
づ
く
り
に
力
を
入
れ

て
い
る
。

子
ど
も
た
ち

は
、
土
に
触

れ
、
作
物
が
育

つ
過
程
を
肌
で

感
じ
な
が
ら
食

べ
物
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
学

び
、
飲
食
業
者

に
は
、
食
材
へ

の
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
。
地

域
の
生
産
者
と

消
費
者
を
つ
な

ぐ
体
験
を
通
じ

与
謝
野
町
岩
屋
区
長
の
山

﨑
政
巳
さ
ん
（
70
）
は
、
町

内
の
小
学
生
や
飲
食
業
者
の

は
、
京
野
菜
の
伝
統
を
守
る
た
め
、

栽
培
を
続
け
た
い
と
い
う
。

２
年
前
か
ら
農
業
委
員
会
の
副
会

長
を
務
め
る
井
上
さ
ん
。
「
地
域
計

画
の
実
現
に
向
け
て
、
水
稲
の
規
模

拡
大
や
パ
ク
チ
ー
の
栽
培
も
検
討
し

た
い
」
と
今
後
を
展
望
し
て
い
る
。

（
精
華
町
農
業
委
員
会
）

精
華
町
菅
井
地
域
で
、
イ
チ
ゴ
、

万
願
寺
と
う
が
ら
し
、
伏
見
と
う
が

ら
し
、
わ
さ
び
菜
、
洛
い
も
な
ど
を

栽
培
す
る
井
上
和
也
さ
ん
（
66
）
。

町
内
で
約
20
年
間
、
書
店
を
経
営

し
た
後
、
15
年
前
に
Ｊ
Ａ
の
ハ
ウ
ス

リ
ー
ス
を
活
用
し
て
万
願
寺
と
う
が

ら
し
栽
培
を
開
始
し
、
現
在
ま
で
順

調
に
農
業
経
営
を
拡
大

し
て
き
た
。

主
作
物
の
イ
チ
ゴ

は
、
ハ
ウ
ス
６
棟
で
６

品
種
を
栽
培
。
12
月
～

５
月
ま
で
生
産
し
、
町

内
の
洋
菓
子
店
な
ど
に

出
荷
。
３
月
～
５
月
に

は
、
い
ち
ご
狩
り
も
実

施
し
て
い
る
。

特
産
の
洛
い
も
は
、

学
校
給
食
の
ほ
か
、
洛

い
も
焼
酎
「
精
華
の

夢
」
に
加
工
さ
れ
、
町

の
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
。

万
願
寺
と
う
が
ら

し
、
伏
見
と
う
が
ら
し

精華町 井上和也さん

イ
チ
ゴ
洛
い
も
な
ど

特
産
を
支
え
る
農
委
副
会
長

私
た
ち
は
、
農
産
加
工
組

織
「
石
垣
フ
レ
ッ
シ
ュ
グ
ル

ー
プ
」
の
一
員
と
し
て
、
地

元
産
の
米
、
こ
ん
に
ゃ
く
芋

を
使
用
し
た
「
味み

噌そ

」
や

「
手
づ
く
り
こ
ん
に
ゃ
く
」

を
製
造
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
製
品
は
、
農
産
物
直
売

所
で
販
売
す
る
ほ
か
、
学
校

給
食
や
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
と
し
て
提
供
さ
れ
、
地

産
地
消
や
地
元
産
品
の
Ｐ
Ｒ

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

井
手
町
の
農
業
は
、
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り
、

不
耕
作
地
の
増
加
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
日
々
の
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
地
域

の
農
地
を
守
る
農
業
委
員
会

活
動
の
重
要
性
を
実
感
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
農
業
委
員

会
の
情
報
発
信
を
通
じ
て
、

若
い
女
性
や
後
継
者
・
半
農

半
Ｘ
な
ど
多
様
な
形
で
農
業

を
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
井
手
町
農
業
委
員
会
・

杉
山
徳
子
委
員
、
横
田
好
美

委
員
）

利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
杉

山
徳
子
農
業
委
員
が
「
地
域

に
根
ざ
し
た
活
動
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

井
手
町
農
業
委
員
会
で

は
、
昨
年
６
月
の
委
員
改
選

で
女
性
委
員
が
２
人
に
増

え
、
新
任
の
横
田
好
美
農
地

農
産
加
工
で
地
産
地
消
や

地
元
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
推
進

万
願
寺
と
う
が
ら
し
、
伏
見
と
う
が
ら
し
の

ハ
ウ
ス
を
紹
介
す
る
井
上
さ
ん

石垣フレッシュグループの味噌づくり

井手町農業委員会

管
内
研
修
で
農
業
経
営
者
と

意
見
交
換

京
丹
後
市
農
業
委
員
会

農
か
ら
始
め
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
を
推
進

農
か
ら
始
め
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
を
推
進

与
謝
野
町
岩
屋
区
長

山
﨑
政
巳
さ
ん

南 丹 市
農業委員会

意
見
交
換
会
で
農
家
の
声
を
集
約

｢

市
長
へ
の
意
見
書｣

を
10
月
中
旬
に
提
出
へ

山﨑区長（左）と移住者の若井一実さん

管
内
研
修
で
農
業

経
営
者
と
意
見
交

換
（
竹
田
農
園
、

８
月

日
）

地
域
計
画
の
実
現
支
援
な
ど

来
年
度
施
策
を
市
長
に
要
請

福
知
山
市
農
業
委
員
会

農業委員会の藤田会長（中央左＝左から４人目）から大橋市長（中央右＝右から４人目）

に要請書を手渡した（８月22日）

農業委員会と農業者の意見交換会（７月23日）

南
丹
市
農
業
委
員
会
は
、
７
月
23

日
、
「
農
業
者
と
の
意
見
交
換
会
」
を

開
催
し
、
参
加
し
た
農
家
組
合
長
や
担

い
手
農
家
か
ら
、
地
域
農
業
の
課
題
や

市
に
対
す
る
要
望
な
ど
を
聴
取
し
た
。

「
集
落
の
高
齢
化
が
進
み
、
獣
害
防

止
柵
の
点
検
補
修
が
困
難
」
「
広
域
的

に
人
材
を
募
集
し
、
育
成
す
る
必
要
が

あ
る
」
「
地
域
に
住
む
人
を
増
や
す
施

策
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
参

加
者
か
ら
多
数
の
発
言
が
あ
り
、
活
発

な
意
見
交
換
と
な
っ
た
。

農
業
委
員
会
で
は
、
市
の
来
年
度
施

策
に
農
業
者
の
要
望
を
反
映
す
る
た

め
、
農
政
部
会
を
中
心
に
、
「
施
策
の

改
善
に
関
す
る
意
見
書
」
の
検
討
を
進

め
て
い
る
。
こ
の
意
見
書
は
、
10
月
７

日
の
総
会
で
決
定
し
、
10
月
中
旬
に
浅

田
均
会
長
か
ら
西
村
良
平
市
長
に
提
出

す
る
予
定
だ
。
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